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駄な資料を抱え込んでいると判断することはできない｡
(3)について､貸出冊数の制限がないからといって利用者すべてが一度に何十冊も借りている
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財政再建に積極的に取り組んできたといえる｡
その一方で､図書館はさまざまな工夫をこらして住民へのサービスが後退しないよう努力し
てきた｡その結果､貸出冊数は5年間で9%増加し､貸出コスト(図書一冊一回の貸出にかか
る費用)は397円から353円と､コストダウンを実現している｡ 最新 (2005年度)の統計では登
録者数 (箕面市では､この一年間に一度でも図書館を利用した人数を意味する)や個人貸出に
若干の減少がみられ､これら削減の弊害が顕在化してきたものと思われるが､経費を抑制しな
がらサービスを向上させてきた図書館の取り組みは評価されてよい｡
4 結 論
上記のような検討の結果､協議会は､箕面市立図書館への指定管理者制度導入には強く反対
し､あくまで直営を維持することを求める意見書を作成し提出した｡厳しい財政状況のもと､
少しでも効率的な施設運営を追求しようとする市の方針を否定するものではないが､公立図書
館への導入については､公立図書館を市が設置する理念や目的を否定するに等しく本末転倒で
ある｡また率先して運営の効率化に取り組んでおり､指定管理者制度を導入したとしてもこれ
以上の効率化は望めないと結論したのである｡
指定管理者制度は､全国の自治体および公立図書館関係者に大きな影響を与えている｡｢公
設公営｣を原則とする公立図書館の運営すべてを民間に委ねるという､かつてない大きな方針
転換を意味しているからである｡ すでに述べたように､指定管理者制度をすでに導入した図書
館､あるいは近い将来の導入を検討している館は86館にのぼる｡しかし､箕面市と同様に､指
定管理者制度は図書館の運営にはなじまないと明確に決議する自治体も20数カ所存在し､せめ
ぎあいがみられる｡
良質の図書館サービスを住民に届けるためには､図書館は直営である必要がある｡ そのこと
が､市当局や住民に理解されるよう､図書館は活動していかなければならない｡
本稿は2006年10月31日に上海図書館で行った講演である｡ この講演会は上海市図書館学会が
主催し約40名が参加した｡
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